
地盤品質判定士，地盤品質判定士補 

ならびに地盤品質判定士協議会関係者の皆様へ 

 

【地盤品質判定士通信 No.207】 

 

【九州支部設立，JIS 固定ピストン，受験資格付与講習会，土木学会セミナー】 

 

今週末からいよいよゴールデンウイークが始まります。5 月 8 日からは新型コロナの感染症法上の位置づ

けが，今の「2 類相当」から季節性インフルエンザなどと同じ「5 類」に移行されます。爽やかな季節を大い

に満喫してください。2023 年度の地盤品質判定士検定試験につきましては，協議会の HP にて情報の開示を

致しました。名古屋会場を増設しております。お近くの方々へのお声がけをどうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

 

１. 九州支部設立 

 

 2023 年 4 月 7 日（金）に，JR 博多シティ会議室にて九州支部設立総会が開催され，九州支部が設立され

ました。 

詳細は下記をご覧ください。 

https://hanteishi.org/post-6726/ 

九州支部ホームページです。 

https://hanteishi.org/kyushu/ 

 

２.「JIS A 1232 固定ピストン式サンプラーによる土試料の採取方法」制定 

 

 2023 年 3 月 13 日に表記が新規に制定されました。 

 詳細は下記をご覧ください。 

https://www.jisc.go.jp/app/jis/general/GnrJISSearch.html 

 

３．2023 年度地盤品質判定士一次試験の受験資格付与講習会「地盤と建築をつなぐ」 

 

2021～2022 年に開催した標記講習会を Zoom ウェビナー形式にて、(一社)地盤品質判定士会主催のも

と再配信することを計画しています。 

2020 年度までは指定の関連資格や指定職種の業務経歴を保有していることを当資格の受験要件としてい

ましたが、2021 年度から当講習会修了者のみ、一次試験に限って受験が可能となる指定講習会になりまし

た。この改正により、地盤専門技術者以外の幅広い建築関係者等にも一次試験合格・登録者、すなわち地盤

品質判定士補を増やし、宅地地盤の減災に繋げることを目指しています。 

また、講習内容は、2021 年 6 月に出版された「地盤と建築をつなぐ -地盤品質判定士をめざして– 」（監

修：藤井衛 東海大学名誉教授）に沿った内容となっています。本書は、主に一次試験対策を目的とした内容

となっているため、図解を多く使うなど非常に分かりやすい内容となっています。地盤専門技術者に限らず、

幅広い分野の方々にも分かりやすい内容となっていますので、奮って御参加下さい。 

 

◆ 講習会名：地盤と建築をつなぐ – 地盤品質判定士をめざして –  

＊2023 年度 地盤品質判定士一次試験 受験資格付与講習会 

◆ 方法：WEB 方式（ZOOM ウェビナー） 

◆ 開催日時：2023 年 6 月 9 日（金）9 時～17 時予定 

https://hanteishi.org/post-6726/
https://hanteishi.org/kyushu/
https://www.jisc.go.jp/app/jis/general/GnrJISSearch.html


◆ 会費：10,000 円（書籍購入とセットの場合は書籍代を追加） 

◆ G-CPD ポイント：6（予定） 

◆ 講習形式：以下のプログラムで書籍執筆陣が講演、1 編あたり 40 分程度を予定。 

1.地盤品質判定士とは 

2.検定試験の傾向と対策 

3.地形・地質・地盤の調査 

4.住宅等（小規模建築物）の基礎 

5.地盤の液状化 

6.地盤改良 

7.宅地の造成、土砂災害に関わる法制度 

8.盛土と切土・擁壁の安定 

9.技術者倫理 

＊一部修正・差し替えがありますが基本的に過去開催分と同内容になる予定です。 

 詳細は下記をご覧ください。 

https://hanteishi.org/post-6736/ 

 

４．第 23 回地震災害マネジメントセミナー  土木学会 

 

「関東大震災の教訓と迫り来る首都直下地震に備えた準備と対策 

－関東大震災から 100 年、想定外と言わないための再検証－」 

行事コード：272110 略称／第 23 回地震災害マネジメントセミナー 

■セミナー概要 

関東大震災は、1923 年（大正 12 年）9 月 1 日 11 時 58 分に発生し、南関東および隣接地で強風や水道管

の破裂し火災が 3 日間続いたため死者・行方不明者が 105,000 人以上の大きな被害をもたらしました。明治

以降の日本の地震被害としては最大規模の被害となっています。2023 年で関東大震災 100 年という節目の

年を迎えます。 

関東大震災から 100 年となる節目を機に、これまでの様々な災害による教訓をふり返ると共に、今後迫り

来る首都直下地震（30 年以内発生確率 70％）や南海トラフ地震（30 年以内発生確率 70～80％）などの巨大

災害に備え、持続可能な減災社会を構築するための方策等について再検証し、次の大規模地震に備えた準備

と対策を総点検しなければなりません。 

そこで、第 23 回のセミナーでは、「関東大震災の教訓と迫り来る首都直下地震に備えた準備と対策－関東

大震災 100 周年に想定外と言わないために真剣に考える－」として、専門家及び第一線に携わっている行政

の方々を講師としてお招きし、地震災害軽減のために耐震化を推進することを目標に講演を計画しておりま

す。 

なお、今回のセミナーは、1 週間聴講できるようにしてあります。平日、都合のつかない方でも、自宅で

都合に合わせて聴講が可能となっています。ただし、当日の映像は、質疑応答も含めて編集せずに流させて

いただきますので、御了承ください。 

１）主催：公益社団法人土木学会（担当 地震工学委員会・地震防災技術普及小委員会） 

２）日時：2023 年 5 月 19 日（金）AM9:00～5:00 

３）方式：対面と Zoom 併用（アクセス先は、開催前に個別にお知らせします。） 

     ※Web によるアンケートを行いますので記入ください。 

４）定員：200 名（申込者多数の場合は先着順）※事前参加申込のみの受付になります。締切後は受付いた

しませんのでご注意願います。 

５）CPD プログラム：  

６）参加費：会員 3,000 円、非会員 5,000 円、学生 1,000 円（消費税含む） 

https://hanteishi.org/post-6736/


（講演資料は、デジタル版です。参加者にはダウンロードサイトを連絡します。） 

７）申し込み方法：土木学会 HP 申し込み窓口より（http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp） 

８）申し込み締切：2022 年 5 月 17 日（水） 

９）問い合わせ先：土木学会事務局研究事業課 佐々木淳 

  TEL 03-3355-3559 E-mail：ssk@jsce.or.jp 

■プログラム 

AM9:00 

□開会挨拶（5 分） 

WG2 主査 国士舘大学理工学部教授 橋本隆雄 

■特別講演「関東大震災を振り返る－なぜ東京は大火災が発生したのか？－」(60 分) 

名古屋大学, 減災連携研究センター特任教授 武村 雅之  

  

■招待講演「首都直下地震に備えた都市政策の最前線」 (60 分) 

国交省都市局都市安全課課長 武井利行 

■招待講演「東京都の事前・事後復興対策」(60 分)  

明治大学 研究・知財戦略機構 研究推進員 （東京都立大学・首都大学東京名誉教授）中林 一樹(いつき) 

― 休職タイム ―(55 分) 

■話題提供（各 30 分） 

□「火災による戸建て住宅被害について」      東京大学生産技術研究所教授  加藤 孝明 

□「国土強靭化と耐震補強」 

アジア防災センター センター長（早稲田大学名誉教授） 濱田政則 

□「液状化による低地の市街地被害について」 

東京電機大学総合研究所 客員教授（東京電機大学名誉教授） 安田進 

― 休憩タイム ―(10 分) 

□「首都高・高速道路被害について」        高速道路調査会理事長 長尾 哲(あきら) 

□「宅地盛土及び擁壁被害について」        国士舘大学理工学部教授 橋本 隆雄 

□「鉄道被害について」     東日本旅客鉄道 構造技術センター 所長 野澤 伸一郎 

□「避難及び帰宅困難者対策について」     工学院大学 建築学部教授 久田嘉章   

  

■総括（15 分）東京電機大学総合研究所客員教授（東京電機大学 名誉教授） 安田 進 

□閉会挨拶（5 分） 

地震防災技術普及小委員会委員長  東電設計(株) 溜 幸生 

PM5:00 

 詳細は下記をご覧ください。 

http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp 

 

2023 年 4 月 25 日（火） 

 

////////////////////////////////////////// 
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